
工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考

1　東京都水道局材料検査実施基準 1　東京都水道局材料検査実施基準

第１　目的 第１　目的

（中略） （中略）

第５　検査請求書 第５　検査請求書

　　１　監督員は、契約の相手方から施工計画書、材料承諾図書等を提出させ検査を行う。 　　１　監督員は、工事着手に先立ち、契約の相手方から材料搬入予定調書（統一書式

        ただし、検査員が行う材料検査は、そのつど材料検査請求書を提出させる。（統 　　　19 参照、材料搬入計画書を添付） を提出させ検査を行う。

      一書式20 参照） 　　　　ただし、検査員が行う材料検査は、そのつど材料検査請求書を提出させる。（統

　　　一書式20 参照）

　　２ 　（略） 　　２ 　（現行のとおり）

（中略） （中略）

第７ 検査の方法 第７ 検査の方法

　　１ 材料検査の方法は、次のとおりとする。 　　１ 材料検査の方法は、次のとおりとする。

　　（１） 品質検査 　　（１） 品質検査

　　　　（略） 　　　　（現行のとおり）

　　　　ア　（略） 　　　　ア　　（現行のとおり）

　　　　イ　（略） 　　　　イ　　（現行のとおり）

　　　　ウ　 照合による検査 　　　　ウ　 照合による検査

　　　　　　外観、形状、寸法、重量及び品質管理上の成績表等を観測して判定するほか、 　　　　　　外観、形状、寸法、重量及び品質管理上の成績表等を観測して判定するほか、

　　　　　理化学的性質は、日本産業規格(以下「ＪＩＳ」という。)、日本水道協会（以 　　　　　理化学的性質は、日本工業規格(以下「ＪＩＳ」という。)、日本水道協会（以

　　　　　下「ＪＷＷＡ｣という。）のマ－ク等の表示及びＪＩＳ等に基づく規格証明書 　　　　　下「ＪＷＷＡ｣という。）のマ－ク等の表示及びＪＩＳ、ＪＷＷＡ等に基づく規 

　　　　　又は検査証明書等と現品を照合して判定する。 　　　　　格証明書又は検査証明書を現品と照合して判定する。

　　　　　　また、都で適当と認める品質証明（ 日本下水道協会規格「ＪＳＷＡＳ」等） 　　　　　　また、都で適当と認める品質証明（日本下水道協会規格「ＪＳＷＡＳ」等）

　　　　　が添付されている製品も上記に準拠して判定する。 　　　　　が添付されている製品も上記に準拠して判定する。

　　　　エ　（略） 　　　　エ　　（現行のとおり）

（中略） （中略）

別表１（土木工事：一般材料）《Ａ》 別表１（土木工事：一般材料）《Ａ》

　各ページの表１行目 　各ページの表１行目

別表１（土木工事：水道材料）《Ｂ》 別表１（土木工事：水道材料）《Ｂ》

（中略） （中略）

　　　【参考】材料検査実施基準の注釈について 　　　【参考】材料検査実施基準の注釈について

（中略） （中略）

　　注１６　受注者持配管材料チェック表による。 　　注１６　受検証明書又は受注者持配管材料チェック表による。

（中略） （中略）

現行改定

検査の
執　行
区　分

品　　　　　名

検査方法 数量の技術的基準

備考

令和５
年土木
材料

仕様書
品質 数量

試料採取
単    位

試    料
採 取 量

試験省略限度

承諾
（注25）

検査の
執　行
区　分

品　　　　　名

検査方法 数量の技術的基準

備考

令和３
年土木
材料

仕様書
品質 数量

試料採取
単    位

試    料
採 取 量

試験省略限度

承諾
（注25）

1



工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考

５　配水管布設工事検査補修取替基準 ５　配水管布設工事検査補修取替基準

第１　目的 第１　目的

（中略） （中略）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　

　　 　

　 　

（前ページに集約）

現行改定
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工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考現行改定
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工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考現行改定

（前ページに集約）
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工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考現行改定
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工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考現行改定

（前ページに集約）

（中略） （中略）
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備考現行改定

  

（中略） （中略）
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備考現行改定

8



工事関係検査基準　新旧対照表（抄）

備考現行改定
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備考現行改定
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